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の過程を  つの時期に分けて振り返り考察するものである。第  期は、最初にこの授業をスタートさせ
た 年度から 年度まで、週に コマのみで、前期は 級、後期は 級の受験を目標として授業
を行った時期である。スタート当時は存在しなかった準 級が 年度から設置されたのを受けて、



































 第 回 
 仏検 級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏検 
級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）




 第 回〜第 回（筆記問題第２クール＋聴解問題）




 第 回 





 第 回〜第 回
 仏検 級の本番が終わったあとは、後期の 月に受験を目指す仏検 級の準備を始める。
 基本的には上記第 回〜第 回に行ったのと同じことを 級のレベルで行う。
後期
 第 回 
 仏検 級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏検 
級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）




 第 回〜第 回（筆記問題第２クール＋聴解問題）




 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は自身
が初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づき、自信を持って本試験に臨むことに
なる。
 第 回〜第 回
 仏検 級 次試験の準備。
 級の 次試験は 次試験の合格者を対象とする面接試験である。
 第 回は面接試験の概要を説明したうえで、面接試験の冒頭で求められる自己紹介の練習をする。
 第  回以降は、過去に出題された面接試験のカードを使って実際のやりとりの練習をすると同時に、
模範解答を暗記して空で言う練習をし、模範解答を自分のケースに書き直して暗唱する。
 第 回は 次試験の直前になるので、実際の試験と同じような形式で、一人ずつ模擬試験を行う。

【成果】














 （）難度 年までは仏検準 級が設置されていなかった。もともと 級と 級の間には難度の差





 （）授業時間数 週 回の授業では、筆記問題の一部を集中的に攻略することで手一杯である。前述
のとおり、筆記問題の全部を授業で扱う必要は、合格のために必ずしも必要ではない。週  回の授業の
なかで、級を通過するのに必要最低限の学力をつけることは可能である。しかし、この場合、特に筆記






（）試験日と授業の関係 フランス語検定試験は、前期は 月第 日曜日（級）、後期の 次は 月

























 第 回 
 仏検準  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏
検準 級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）




 第 回 




 第 回 






 第 回〜第 回
 仏検準 級 次試験の準備。
 準 級の 次試験は 次試験の合格者を対象とする面接試験である。





 第 回は 次試験の直前になるので、実際の試験と同じような形式で、一人ずつ模擬試験を行う。

【成果】








（）難度 それまで存在しなかった仏検準  級が  年度に設置され、それまでレベルが離れすぎて

















































 仏検 級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏検 
級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）




 第 回〜第 回（筆記問題第２クール）




 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は自身
が初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づくことになる。
 第 回〜第 回
 仏検 級の本番が終わったあとは、後期の 月に受験を目指す仏検 級の準備を始める。











 第 回 
 仏検準  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏
検 級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。








 第 回〜第 回（筆記問題第２クール＋聴解問題）
 第  回から第  回の課題の中から、特に受講者が苦手に感じた課題を選び、上記と同じように、受講
者は次週までに課題に習熟するよう準備し、筆者が新たなテストを作成し、同様の授業を行う。
 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、参加者は自身が
初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づき、自信を持って本試験に臨むことにな
る。








仏検合格者 受講者が少しずつ増加しており、前期の仏検  級クラスは毎年  人前後の受講者があり、
そのうち仏検の受験者は 名程度、不合格者は 名程度である。また後期の準 級クラスは受講者が 
〜名、そのうち受験者は 割程度、不合格者は 名程度である。前期も後期も不合格になるのは、授
業にほとんど参加せずに学習をなかば放棄した学生だけである。
授業回数 週  回、筆記と聴解に分けて授業を行うようになり、読み書きだけでなく、聴解力について
も十分な練習ができるようになった。さらに、動詞活用テスト、語彙テスト（筆記と口頭）、暗唱テスト
なども加えた結果、受講者のフランス語基礎力は飛躍的に充実した。受講者のなかからは、準  級に合


















（）難度 前述したように、年までは仏検準 級が設置されていなかった。もともと 級と 級の
間には難度の差が大きく開いている。標準学習時間は  級が  時間以上（大学で未習言語としての授

















第  期以降は授業を週  回にしたことにより、それまで受講者が苦手としていた動詞活用や単語の綴り
を正確に書くテストを導入し、聴解問題の対策に十分な時間を取れるようになったこと、また準  級の
導入により、級を取得した学生がそこで立ち止まらずに次の目標を目指すことが容易になったことなど
が挙げられるだろう。その結果、 級および準  級の合格率は  割〜 割以上に上がったばかりでなく、
108


フランス留学や大学院進学など、長期の展望を持ってフランス語を学ための基礎力を増強することが可
能になった。そこからわかるように、語学力の増進のためには、はっきりとした目標を定め、目標達成
の課題を集中的に学習することが重要だが、そのためにも、十分な授業時間を充てて書く･読む･聞く・
話すという  つの課題にじっくり取り組む必要がある。ごく当然のことではあるが、年間の仏検対策
の取り組みとその結果がそのことを目に見える形で示している。


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